
PTA 総会あいさつ 

この春の定期人事異動で、４月１日付で校長として着任いたしました井上でございます。 

２，３年生の保護者の皆様には、本日初めてお目にかかります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

保護者の皆様には日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力を賜り、感謝申し上げます。

また、本日は大変お忙しい中、PTA 総会にご参加いただき、重ねて感謝申し上げます。 

本日はお時間をいただきましたので、５分弱お付き合い願います。 

「未知と不可能に挑戦することこそが、若い皆さんの役割です。」この言葉は、今年度の

名古屋大学の入学式において、2001 年にノーベル化学賞を受賞された野依良治さんが入学

生に送った祝辞の一部です。また、杉山直総長も、祝辞の中で「勇気ある知識人を育てる」

という大学の基本理念を伝えながら、「勇気とは、正にチャレンジする精神です」と学生の

発奮を促しました。野依さんは化学、杉山総長は天文学、自然科学の権威であるお二人が、

数字で測ることのできない勇気やチャレンジというキーワードを取り上げられたことを大

変興味深く拝聴しました。 

名古屋大学だけでなく多くの大学が、或いは企業も、昨今「挑戦する力」や「勇気」の大

切さをアピールしているように思います。それはつまり、困難な社会課題を解決するために

は、認知能力である知識や技能、思考力などに加え、失敗を恐れず挑戦する勇気が何より求

められているからに他なりません。 

企業であれ、行政であれ、研究機関であれ、或いはプライベートな場面でも、何らかの課

題を解決するためには、経験則を踏まえつつ、出来るだけ多くの具体的な証拠やデータを集

め、成功にたどり着くための道筋を見出さなくてはなりません。しかしながら、基本的な四

則演算で事足りる机上の計算とは異なり、実社会の課題や真理の探究には、さまざまな要素

が複雑に絡み合っているため、一筋縄で解決することは困難です。求められるのは、論理的

に検討した上で、最後の最後には自らを信じて思い切ってジャンプする勇気なのです。この

ことを、思想家の内田樹は、エドガーアランポーやコナンドイルによる名探偵の論理的思考

を例に挙げながら、「論理は跳躍する」と説いています。 

とはいえ、ものごとに挑戦する勇気はすぐに身につくわけではありません。皆様のお子様

はいかがでしょうか。野依さんが説くような「未知や不可能に挑戦する勇気」がどの程度育

っているでしょうか。１，２年生の保護者の皆様には、ぜひお子様に、日々の学びだけでな

く、部活動や学校外での活動に積極的にチャレンジするよう、時宜を得て声掛けをお願いい

たします。また、３年生の保護者の皆様には、お子様が部活動を引退した後は、進路実現に

向けた最後の最後まで自分の可能性を信じて学び続けられるよう精神的なサポートをお願

いいたします。一つ上の高い目標に勇気をもってチャレンジ、ジャンプすることの大切さを

説いていただけますと幸いです。 

 我々教職員一同も、お子様のもつ可能性を最大限引き出せるよう指導をしてまいります。 

以上、簡単ではございますが、挑戦する勇気の大切さを皆様と共有し、挨拶といたします。 

本日はよろしくお願いいたします。 


